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EV消費者動向サマリー（日本の特徴）

• 日本においては、EV保有者は低満足度・高継続利用意向の傾向にあり、新規購入の見込み客も少なく、今後のEV保有者の
増加スピードは緩やかになる可能性が高い

– EV保有者の満足度が低い背景には、充電時間や経路充電アクセスに対する不満が挙げられる。ただ、ユーザー側で対処
できる課題であり、購入後の離反は比較的少ないため継続利用意向は高い

– EV見込み客は他の先進諸国等よりも少なく、調査回答者の3分の1程度。6割はEV懐疑派が占めている

– EV見込み客は、車両としては小型～コンパクトのハッチバックやSUV、ワゴンを希望する割合が大きい

• 日本におけるEV保有者は、他の先進国等と比べて、所得水準が低いといった傾向があり属性の偏りが小さい。一方、通勤時
のマイカー利用率の低さなどから、自動車の日常利用が少ない層が購入している可能性がある

– 日本のEV保有者のその他特徴としては、女性比率が高いほか、年齢層も若者～高齢者まで広く分布

– マイカー通勤比率や1週間あたりの通勤の頻度が低く、EV特性に適した近距離・高頻度の利用機会よりも、週末のレジャー
利用等の中長距離の利用機会が相対的に多いことが推測される

• EV見込み客／懐疑派ともに価格よりもバッテリー寿命や充電時間等が普及のボトルネックだが、性能への理解浸透やインフ
ラ側の改善により、短中期的には解消が見込まれる。ただし、EV懐疑派は利用傾向からEV保有に馴染みにくい可能性がある

– 日本のEV見込み客層は一定の所得水準を有している。しかし、通勤やレジャーでの利用を兼ねるマイカーをEVとすることを
ためらっている様子。実際、購買阻害要因にはバッテリー寿命や航続距離が挙げられている

– EVの大衆化に伴うバッテリー性能への理解拡大や急速充電の出力向上といったインフラ側の改善で、ボトルネックが解消
する可能性がある

– 日本のEV懐疑派は所得水準が低く、マイカーの通勤利用が少ないことから、そもそもEV特性に馴染まないと見られる。ただ、
購入阻害要因はEV見込み客と同じであるため、時間の経過とともに解消する見込みもある
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参考：実際のEV普及率（2022年）

日本におけるEVの新規購入見込み客は他の先進諸国等よりも少なく、EV保有に
消極的な姿勢を見せる

消費者調査：クラスターの分布

出所：PwC Strategy&にて実施した消費者分析（2023年実施、 n=2,875） 注：四捨五入により、合計が100%にならない場合がある（以降同様） 3

主要国におけるEV保有意向の比較

EV保有意向
分類の定義

• EV保有者： 現在EVを所有する人々
• EV見込み客： 今後5年以内にEVを購入する意向を明言している人々
• EV懐疑派： 今後5年以内にEVを購入する意向はないと明言している人々
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日本のEV保有者は低満足度・高継続利用意向の傾向がある。一定の不満は抱いて
いるが購入後の離反は比較的少ない
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EVに対する満足度 EVの継続利用意向
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出所：PwC Strategy&にて実施した消費者分析（2023年実施、 n=224） ICE＝ガソリン車
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Strategy&

満足度

低い（~80％） 高い

高
い

EV保有者の傾向を満足度と継続意向で分類すると、日本は「低満足度・高継続意
向型」に該当。主な不満要因には充電時間や経路充電アクセスを挙げている

出所：PwC Strategy&にて実施した消費者分析（2023年実施、 n=224） 5
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日本とドイツのEV保有者の主な不満要因
（複数回答、%）
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寒冷気候下での
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走行性能・
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• 充電時間の長さ／経路充電スポットの
不足は、日本では急速充電規格の充電
速度の遅さが原因である可能性

• ユーザー側のバッテリーマネジメント等
の工夫である程度は対処できる課題で
あり、大きなEV離反にはつながっていな
い様子
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日本のEV見込み客は、他国と比較して、A～Cのコンパクトな車両セグメント、ミニ
カーやハッチバック、ワゴン等のボディタイプを選好している

出所：PwC Strategy&にて実施した消費者分析（2023年実施、n=1,469） 6

望む車両セグメント 望むボディタイプ（複数回答）
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世帯あたり
保有台数

性別
（男性の割合）

日本のEV保有者は他の先進国等と比較して所得水準が低く、女性比率が高い。
年齢層は若者～高齢者まで広く分布しており、属性の偏りが小さい
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主要国におけるEV保有者の特徴の比較 （1/2）

年収

年齢

ユーロ

歳

％

台

5万2,000 7万1,000
13万6,000

8万4,000

43 47 36 43

42 57 67
46

1.5 1.5 1.5 1.2

EV保有者 EV見込み客 EV懐疑派

出所：PwC Strategy&にて実施した消費者分析（2023年実施、 n=224） 

日本 ドイツ 米国 中国
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3.6 3.9 4.5 4.7

マイカー通勤

自宅駐車
スペース

マイカー通勤比率や1週間あたりの通勤頻度が低く、近距離・高頻度の日常的な利
用機会よりも、週末のレジャー利用等、中長距離の利用機会が多いことが推測される
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主要国におけるEV保有者の特徴の比較 （2/2）

通勤日数

「あり」の
割合（％）

「する」の
割合（％）

日／週

65 68 78
57

77 86 91 93

EV保有者 EV見込み客 EV懐疑派

出所：PwC Strategy&にて実施した消費者分析（2023年実施、 n=224） 

日本 ドイツ 米国 中国
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48
22

57 43
17

結果として、充電時間に多少の不便は感じるものの、バッテリー寿命や充電の手軽さ、
運転体験に満足し、EVの利用を継続していると推察される
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主要国におけるEV保有者のEVに対する満足理由上位 （％、複数回答）

バッテリー寿命
の長さ

充電時間の短さ 充電のしやすさ 維持費の安さ運転体験

40 35 45 60 50

53 58
33 23 33

53 50 51 43 43

EV保有者 EV見込み客 EV懐疑派

出所：PwC Strategy&にて実施した消費者分析（2023年実施、 n=224） 
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年齢

日本のEV見込み客は一定の所得水準に達している。自動車の世帯保有台数も多く、
EV購入に対し経済的ハードルが高くないと見られる
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主要国におけるEV見込み客の特徴の比較 （1/2）

年収

性別
（男性の割合）

ユーロ

歳

％

5万3,000 6万5,000
9万 7万1,000

44 41 42 42

49 55 55 50

1.4 1.3 1.5
1.1世帯あたり

保有台数
台

EV保有者 EV見込み客 EV懐疑派

出所：PwC Strategy&にて実施した消費者分析（2023年実施、n=1,469）

日本 ドイツ 米国 中国
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64 57 63 55

ただし、通勤にマイカーを利用していることもあり、日常およびレジャー利用を兼ねる
マイカーをEVとすることに躊躇している可能性がある
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主要国におけるEV見込み客の特徴の比較 （2/2）

通勤日数 日／週

マイカー通勤

自宅駐車
スペース

％

％
61 75 77 85

4.0 3.7 3.7 4.8

EV保有者 EV見込み客 EV懐疑派

出所：PwC Strategy&にて実施した消費者分析（2023年実施、n=1,469）

日本 ドイツ 米国 中国

「あり」の
割合（％）

「する」の
割合（％）



Strategy&

54 46 42 35 26

充電時間やバッテリー寿命等に懸念があるが、大衆化に伴う性能への理解拡大や
急速充電の出力向上、充電インフラ整備に伴い、短中期的に解消する可能性もある
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主要国におけるEV見込み客がEV購買に至らない理由上位 （％、複数回答）

充電時間の長さ
バッテリー寿命
の不確かさ

航続距離の短さ
充電器付き駐車場

の不足
初期費用の高さ

39 47
24 26 29

50 36 54 41
17

49 51
26 24 24

EV保有者 EV見込み客 EV懐疑派

出所：PwC Strategy&にて実施した消費者分析（2023年実施、n=1,469）

日本

ドイツ

米国

中国



Strategy& 出所：PwC Strategy&にて実施した消費者分析（2023年実施、n=1,182）

1.3 1.3 1.5
1.1

日本のEV懐疑派は年齢層が高い一方、所得水準は低く、世帯あたり保有台数も少
ない
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主要国におけるEV懐疑派の特徴の比較 （1/2）

年収

性別
（男性の割合）

年齢

ユーロ

歳

％

世帯あたり
保有台数

台

3万6,000 4万7,000 5万7,000 4万4,000

53 53 53 40

47 44 33
59

EV保有者 EV見込み客 EV懐疑派

日本 ドイツ 米国 中国
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73 65 72 59

日本のEV懐疑派はマイカー通勤比率や通勤頻度が低く、そもそもEV保有に適さな
い利用傾向が見られる
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主要国におけるEV懐疑派の特徴の比較 （2/2）

通勤日数 日／週

マイカー通勤

自宅駐車
スペース

％

％

2.9 3.0 2.0
4.6

43
63

44
63

EV保有者 EV見込み客 EV懐疑派

出所：PwC Strategy&にて実施した消費者分析（2023年実施、n=1,182）

日本 ドイツ 米国 中国

「あり」の
割合（％）

「する」の
割合（％）
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49 50
24 28 31

EV懐疑派の主な購入阻害要因は見込み客と同様で、車両価格は大きなネックでは
ない。EVの大衆化やインフラ側の性能改善でボトルネックが解消する可能性もある
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主要国におけるEV懐疑派がEV購買に至らない理由上位 （％、複数回答）

37 33
16 21 34

39 40 43 40 28

47 59
29 31

4

充電時間の長さ
バッテリー寿命
の不確かさ

航続距離の短さ
充電器付き駐車場

の不足
初期費用の高さ

EV保有者 EV見込み客 EV懐疑派

出所：PwC Strategy&にて実施した消費者分析（2023年実施、n=1,182）
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米国

中国
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